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中国農山村への植樹と日中友好交流活動
「さくらプロジェクト」の考察
～国際交流PBLの視点からの分析～
大　宮　　　登
Tree planting and Japan-China friendly exchange activities
to China Rural Discussion of “Sakura Project”
Analysis - from the point of view of international exchange PBL
Noboru OMIYA
要　旨
　筆者が会長となって事業を推進してきた「さくらプロジェクト」は、中国湖南省蒋家村出身の
留学生蒋雄軍の熱意から誕生した。2007年3月に第1回桜植樹＆現地調査を実施して、日本と中
国の両方で、組織を立ち上げ、これまで10万本の植樹と12回のスタディ・ツアーを実現してきた。
さくらプロジェクトにおける組織の立ち上げ、活動のプランニング、市民や学生達への動機づけ、
日本での資金調達、中国蒋家村の人々との話し合い、村民による年間を通した緑化活動など、こ
の10年にわたる活動の概要、実績をまとめた。そして、また、「さくらプロジェクト」は、国を
またがって双方の人々が協働で携わる国際交流PBLとして、大きな意味を持っている。本稿は、「さ
くらプロジェクト」を国際交流PBLの視点から分析と評価を加えたものである。
Summary
　　The “Sakura Project” which the author involved in the promotion as a chairman was 
inaugurated by the staunch enthusiasm of Jiang Xiongjun, a student from Jiang Jia, Hunan 
Province, China. 
　　Since the ﬁ rst cherry (sakura in Japanese) tree planting and the ﬁ eld survey was conducted 
in March 2007, we built the organizations for the Sakura Project in both China and Japan and 
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have realized planting of 100,000 trees and twelve study tours so far. In this paper, the author 
compiles an outline of the ten years’ activities and results such as the start-up of the Sakura 
Project, activity planning, incentives for citizens and students, raising funds in Japan, discussions 
with villagers in Jian Jia, China and year-around greening campaign by the villagers. The Sakura 
Project has a significant meaning as an international exchange PBL (problem-based learning) 
which people in both countries collaborate across borders. The paper analyzes and evaluates the 
Sakura Project from the viewpoint of international exchange PBL. 
はじめに
　2006年７月に、「日本の美しい桜を故郷に植えたい」「活動を通じて、日中の友好交流と環境
保全を実現したい」と熱く語る蒋雄軍の話を聞いてから、もう10年以上の時間が経過した。そ
の間、紆余曲折はあったものの、日本と中国の両方で、組織を立ち上げ、10万本の植樹と12回
のスタディ・ツアーを実現してきた。筆者は会長として、蒋雄軍と一緒に、プロジェクトの運営
に携わり、日本の会員をまとめあげ、全12回のスタディ・ツアーに全て参加し、その度に村の
緑化委員会メンバーと真剣に話し合って、プロジェクト活動を推進してきた。
　最初は、岩だらけで禿山だった山々が、植樹によって生態系が変わり、今は緑で囲まれ、多く
の動植物が戻ってきている。桜もきれいに咲き、噂を聞きつけて村を訪れる人々も年々増えてい
る。また、村の生活を支えるために植えた経済林としての椿や柚子も大きく育っている。民間交
流として地道に続けてきた10年の歳月が、村の自立の可能性を高めている。
　実は、このさくらプロジェクトは、2004年に設立した特定非営利活動法人Design Net-works 
Association（以下、NPO法人DNA）の活動を参考にして立ち上げられた。NPO法人DNAは大宮
研究室のメンバーを中心に運営してきた全国的にも珍しい学生主体のNPO法人である。筆者はこ
の代表顧問として、12年以上、試行錯誤でマネジメントに携わってきた１。
　このDNAは、最近、教育現場で急激に取り入れられているアクティブ・ラーニングやPBLの先
がけの活動であったと言える。NPO法人DNAでは、地域課題を解決するために、学生が主体となっ
てプロジェクトを編成して、地域の方々と協働で活動を行うというスタイルで、数多くの事業を
行ってきた。この経験が、さくらプロジェクトに繋がっていったのである。
　10年を振り返ってみると、さくらプロジェクトは、国をまたがって双方の人々が協働で携わる、
国際交流を基礎とするPBL事業（以下国際交流PBL）としても、大きな意味を持つのではないか、
と考えるようになった。ここで言うPBLは、プロジェクト活動を通して学ぶ “Project Based 
Learning” であり、問題解決活動を通して学ぶ “Problem Based Learning” の両方の意味を含んで
いる。さくらプロジェクトにおける組織の立ち上げ、活動のプランニング、市民や学生達への動
機づけ、日本での資金調達、中国蒋家村の人々との粘り強い話し合い、村民による年間を通した
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緑化活動等の経験は、まさにPBLそのものであり、特に、国際交流PBL活動を推進するときに多
くのヒントを含んでいるのではないか。
　国際交流PBLは、当然、国内の活動とは異なる多くの課題も存在する。国内のPBL、アクティブ・
ラーニングが日本の教育現場に急速に普及する中、国際交流PBLもいろいろな大学で始まってい
る。本稿は、そうした状況を踏まえて、さくらプロジェクトの経験知が、国際交流PBLの実践に
取り組む方々に、多くの示唆を提供することができる、という問題意識をもって執筆されたもの
である。国内外のPBL活動を遂行する際に、少しでも参考になれば、幸いである２。
１．「さくらプロジェクト」の活動概要
1－1「さくらプロジェクト」が生まれる
（１）留学生がNPO活動を通して夢を抱く
　事の起こりは、2006年７月であった。ゼミ生であった蒋雄軍が、NPO法人DNAの活動に積極
的に参加していた。そのころ、NPO法人DNAは、ジョブカフェのアデンダント業務を毎日行う
「ジョブカフェ事業」、群馬県の労働政策課と協働して行う「働くことを考えるシンポジウム」事
業、働く社会人の実情を取材して大学生や高校生に伝える「CANWORK」事業、コミュニティ放
送局ラジオ高崎から市民向けの放送を行う「ラジコム」事業、高崎市等で行われている祭りへの
参加・支援を行う「地域づくり」事業など、多くの社会的事業を企画、運営、実施していた。
　学生が企画して実行委員会を作り、多くの他大学の学生に参加を呼び掛け、県や市町村や企業
と協働し、PBLの活動を動かした。表１のように、筆者が主導したPBLは、４つの活動ポイント
を意識して動かしていた。学生主体で、現場に出て、チームを編成して協働で、多くの交流の中
で学び、成長することを大事にしていた。
　表１　PBLで意識している活動ポイント（その１）
活動ポイント 内　　　　　　　容
① 学 生 主 体 自分が主人公（当事者意識）となって、責任を取って行動する
② フィールド 大学を出て、現実の地域や職場で活動を行う
③ チーム編成 一人の活動ではなく、チームや組織を作って、協働体験で学ぶ
④ 多くの交流 多くの大人や組織との交流を経験する
　 大宮登（2014）「大学を核とした地域活性化の理論と実践～能動的学修をめぐって」
　『都市社会研究2014』
　蒋雄軍は、これらのPBL活動に積極的に参加する中で、自分でもプロジェクトを立ち上げ、地
域課題を解決したいと思うようになった。そして生まれたのが、「さくらプロジェクト」であった。
この時の想いや経緯を卒業論文で次のように記しており、当時のやり取りが伝わってくる。
　「2006年７月に大学の恩師である大宮登先生と草津の観光振興についての会議に同行すること
ができ、桜植樹の夢を語った。「やりたいなら企画書に落としてごらん」と先生からアドバイス
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が得られた。そのころ、私は高崎経済大学で大宮先生が指導していたNPO法人DNAで活動してい
た。社会活動を活発に行うにつれ、社会人との付き合いも深まり、寄付を募ることが難しいこと
ではないと考えるようになった。
　大宮先生からの助言もあって私は徹夜で「桜植樹プロジェクト」の企画書を作ってみた。大宮
先生に見せたところ先生は喜んで大笑いした。「３億円もかかるんだ」と笑いながらも、皆に配っ
てみようと言いながらさらに私に助言をした。先生から支持された私は活動に自信を持ち始め植
樹への熱意がますます高まった３。」
（２） 「さくらプロジェクト」の設立
　この企画書をもとに、活動が始まった。まず、2006年の９月に、蒋雄軍が一人で故郷に帰り、
村民に桜植樹のことを伝えるため、役員会議と村民大会を何度も開いた。桜のことも日本のこと
も全く分からない村民たちは、半信半疑の状態であったが、蒋雄軍の熱心な説得に耳を傾け、何
回も議論した結果、賛成派が次第に反対派を上回り、村民大会で桜植樹の受け入れを決定した。
　次に、2007年３月に、第１回桜植樹＆現地調査を実施し、村民と桜植樹の可能性と方向性に
ついて話し合った。筆者や大宮ゼミ生など、５人の日本人が参加し、自分たちの目で村の現実を
知り植樹の在り方を模索した。そして、初めて村民と出会い、話合い、環境破壊や土壌流出、耕
作放棄地の現状を視察し、地域課題の把握に努めた。そのうえで、村民と協働作業で50本の桜
を植樹することができた（写真１）。蒋家村では、初めての外国人の訪問であり、村民あげての
歓迎会となった。寄ってくる子どもたちが、私たち日本人の顔を見て、「な～んだ、同じ顔をし
ている」と言ったことを鮮明に覚えている。この調査を受けて、活動は本格的に動き出した。
　同じ年の2007年９月に、また蒋雄軍は、一人で村に帰り、現地調査と村民との会議を行った。
植樹の計画を具体的にしかも有効に進めるために、蒋家村の土地利用状況、植生調査、地形図作
成、気象データの収集等を丁寧に行った。同時にまた、蒋家村の中に、緑化委員会を立ち上げる
ことに成功した。この村民による緑化委員会の存在がその後の活動の基軸となった。
　この調査を受けて、2008年２月に、日本において、正式に「緑と桜の植樹プロジェクトの会」
写真１　第１回桜植樹＆現地調査（2007年３月30日　50本の桜植樹＆畑の土壌流出）
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を設立した。筆者が会長となり、目的、組織体制と役割分担、事業計画、予算案、10年間のス
ケジュール等を明確にし、事業が本格的に動きだした。その結果、同年の２月～３月にかけて、
18人という多くの参加者を得て、第２回目のスタディ・ツアーを実施することとなった。
　これら一連の現地調査やスタディ・ツアーによって、PBL活動にとって、基本となる現状分析
と課題の析出を行い、相互の話し合いを通して、組織づくりの基礎ができた。特に国際交流PBLは、
両国の組織づくり、ミッションづくり等が必要となる。日本と中国を結ぶ度重なるツアーと高崎
市と蒋家村で繰りかえし開かれた会議は、そのために必要なものであった。
　こうして書くと極めて順風満帆に事が進んだように思われるが、実は、紆余曲折、試行錯誤の
連続の中で、プロジェクトは動き出したのである。特に、2007年から始まった日本の組織づく
りに苦労した。蒋雄軍は自分の夢を実現しようと、意欲的に広報活動を行い、その結果、彼の夢
に賛同し、多くの市民が集まってきて協議会は作ったものの、具体的な役割、資金調達、事業の
継続性や方向性をめぐっては、意見がなかなかまとまらず、１年ほど混乱が続き、会は空中分解
状況となっていった。しかし、こうした困難を経験した苦い思いが、その後に、組織をまとめきっ
た時、プラスのエネルギーとなって大きな推進力に代わっていったと思われる。
1－2「さくらプロジェクト」のねらいと組織づくり
（１）「さくらプロジェクト」のねらい
　「さくらプロジェクト」は、自分たちで蒋家村の山や畑の荒廃、土壌流出の現状を実際に見て、
第１回総会の案内に「中国農村の山々に緑豊かな森林を取り戻し、日本の美しい桜を植える事業
を通して、地球環境の保護に寄与し、日中の市民レベルでの交流と文化理解を深めようという夢
のあるプロジェクト４」であると呼び掛けて、活動を開始した。
　そして、活動を通した話合いの中で、ねらいは、徐々に絞られていった。桜を懸け橋として、「民
間レベルでの日中友好交流」と、「植樹活動による環境問題の解決」、の二つがまずは、大きな目
標となった。そして、さらに、「桜植樹による観光立村」と、「経済林の植樹による収益獲得を通
した村の活性化への貢献」が、活動を継続し、話合いをするなかで、徐々に日中のメンバーに意
識され、共有されるようになった。
（２） 日本での組織づくりと役割…「桜と緑の植樹プロジェクトの会」の設立
　前述したように、2008年２月に日本で「桜と緑の植樹プロジェクトの会」が正式に発足した。
2006年６月ころから始まった動きが試行錯誤を繰り返し、１年半以上の後、ようやく本格稼働
した。筆者が会長、内モンゴル等への植樹の経験を持つ広田誠四郎が副会長となり、国際交流ボ
ランティアの経験もある広瀬節子が事務局長を引き受け、組織の基礎づくりが完成し、事業計画
や予算案が明確になった。表３は、2012年６月に開催された総会時に使われた2011年度事業報
告である。定例会議を広瀬事務局長宅でほぼ毎月行うとともに、会員の親睦を深めるために、花
見、バーベキュー、納涼会、芋煮会等を開いた。また、蒋家村の観光を考えるために、近くにあ
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る天神山の様子を見学した。さらに、６月の総会や12月の５周年の記念行事を筆者が勤務する高
崎経済大学で行い、２月には、広報も含めて高崎市のボランティア・フェスティバルに参加した。
　2011年度は、広瀬事務局長が「さくらニュース」を年２回発行し、会員の情報共有化を図り、
新会員の獲得と募金やツアーへの参加を呼び掛けた。そして、３月には、第７回目になる「スタ
ディ・ツアー」を実施した。2006年から活動が始まり、2008年に日本の組織が正式に立ち上がっ
て３年目で、かなり充実した活動が出来る体制を整えることができた。この間、蒋雄軍は、
2006年の当初から、新聞社や大学、高崎市の国際交流、ロータリークラブ等に、積極的に講演
や広報活動を行い、寄付金を集め、記事にして活動を伝えている。筆者も数多くの講義や講演で
活動を紹介し、広田副会長もHP等にツアーの様子をまとめる等、各自、広報に努めていった。
　2011年度の決算を見ても、収入は会費や協賛金（募金）などで862,213円、支出は蒋家村緑
化委員会への活動支援金50万円５や国際電話代等であり、順調に活動が行われている。もちろん、
この他に、2012年３月に実施された第7回スタディ・ツアー（14人参加）の経費は、別会計となっ
ている。ツアーは一人10～ 12万円の費用で、第７回は14人が参加しているので、ツアー総額
で150万円以上は掛かっている。
　このように、日本の「さくらプロジェクト」の会の役割として、蒋家村の委員会が行う植樹活
動のための資金づくりと、スタディ・ツアー実施による文化交流が、２大事業となっており、そ
のための広報活動、組織強化活動が行われていた。
表３　2011年度　活動報告
月　　日 事　　業 会　　場
４月16日 定例会 高崎経済大学
５月３日 バーベキュー 広瀬事務局長宅
５月21日 定例会 広瀬事務局長宅
６月15日 さくらニュース発行
６月18日 2011年度総会 高崎経済大学
６月26日 ブルーベリー狩り＆山の見学 天神山ログハウス
７月16日 定例会 高崎経済大学
８月14日 納涼会 広瀬事務局長宅
９月23日 定例会 広瀬事務局長宅
10月15日 定例会 高崎経済大学
11月３日 定例会＆芋煮会 広瀬事務局長宅
12月10日 定例会＆プロジェクト５周年記念の会 高崎経済大学
１月28日 定例会 広瀬事務局長宅
1月31日 さくらニュース発行
２月24日 高崎市ボランティアフェスティバル準備 高崎中央公民館
２月25日 高崎市ボランティアフェスティバル参加 高崎中央公民館
３月３- ７日 第７回スタディ・ツアー（14人参加） 中国湖南省蒋家村
３月17日 定例会 広瀬事務局長宅
「日中友好　桜と緑の植樹プロジェクトの会」総会資料（2012年６月２日）
中国農山村への植樹と日中友好交流活動「さくらプロジェクト」の考察
－ 65 －
（３） 中国での組織づくりと役割…緑化委員会の設立
　前述したように、2007年９月に行われた第２回現地調査において、蒋雄軍は村民と話し合い、
蒋家村に緑化委員会を組織することを提案し、会議の結果、図１のような組織づくりに成功した６
（写真２）。この組織は、日本の「桜と緑の植樹プロジェクトの会」と連携して活動した。蒋雄軍
が、NPO法人DNAのPBL活動を経験するなかで、役割分担を明確にして、組織目標に向かって、
継続的に活動することの重要性を認識し、村の役員と相談して組織化を実現したものである。
　また、藍山県庁に勤めている蒋家村出身の県役員によるサポート体制も組織化することができ
た。緑化を担当する緑化委員会、村長などの村役員、サポートする県役員といった組織体制は、
植樹活動を進めるには最適な組み合わせとなった。
　緑化活動は、実は大変な労働が伴う。蒋家村は55ヘクタールの土地に、７つの山が連なって
おり、高い山で標高392メートル、一番低い水田地帯が標高192メートルである。調査によると、
農民工としての出稼ぎ等により、村民の多くは村を離れて、村には２割くらいしか住んでいない。
2007年の調査時では、村民の戸籍としては、975人350戸あるものの、普段は老人と子供（孫）
の約200人が住んでいて、若い人は少ない。慢性的な労働力不足により、畑の約４割は耕作放棄
地となっている。この広い山々と畑に植樹をすることは、重労働である。村には機械が一切ない。
山々での草刈りも水遣りも、植樹活動に伴う全てが肉体労働となる。しかも、干ばつや冷夏など
の天候不順が、次々と植樹した木々を襲う。
写真２　蒋家村緑化委員会設立記念撮影
図１　蒋家村緑化委員会組織構成
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　こうした困難な状況のなかで、中国そのものは高度経済成長時代を迎え、出稼ぎに行く農民工
の賃金も上昇し、植樹と保林で支払われる賃金の方が安く、緑化委員会は、金銭的には割の合わ
ない重労働を、村の将来のために志を高く持って担ったのである。
２．「さくらプロジェクト」の活動実績
　これまでも触れてきたが、「さくらプロジェクト」の活動実績は、大きくは「植樹活動」と「ス
タディ・ツアー」の二つに分けることができる。植樹活動は、当初、日本の桜を植樹すること、
その結果、環境保全につながることを目指して、開始された。その後、村民との意見交換の中で、
桜だけでは山を守れないので、松を植えることにした。そして、さらに村の存続と活性化のため
に、収入源となる椿や柚子等の経済林を植えることに重点を置いた。そして、今はまた、観光に
よる村の活性化を目指して、桜祭りができるくらい、山いっぱいに桜を植える方向で話し合って
いる。現在は、10年間で約10万本の植樹が実現している。
　スタディ・ツアーも確実に実施された。１年に１回を基本に、10年間で12回のツアーを行った。
延べにして、116人がツアーに参加している。外国人が一度も訪れたことのない、中国の農山村
の蒋家村に、毎年、日本人の老若男女が訪れた。特に、若い日本の学生たちが、中国で農家民泊
を経験した。言葉も通じず、水道も水洗トイレもない村を訪れた日本の若者たちは、異文化体験
を通して、普段何気なく生活している日本の生活をあらためて振り返ることになった。
2－1　植樹活動の実績
　植樹活動は、日本からの50万円の寄付金をもとに、苗や種を購入し、蒋家村の緑化委員会が行っ
た。スタディ・ツアーの時に、日本人も、記念植樹として、植えることはあったが、基本的には
村の皆さんに任せてきた。緑化委員会は、植樹の本数や種類を話し合い、植樹の場所や担当を決
め、苗や種を買い、下草を刈り、植樹し、水遣りを行うなど、一年を通して、活動した。筆者た
ちは、その植樹活動の実績を、毎回訪れるツアーの時に緑化委員会のメンバーと一緒に確認し、
今後の方向性を話し合ってきた。植樹が行われている山々を歩いて一回り巡ると、２時間から３
時間の時間を要した。それだけ広い面積への植樹であった。この10年間で、表４のように、10
表４　植樹活動実績（2007年～ 2016年）
樹木の種類 植樹の本数 備　　　　　考
① 桜 3,000本 毎年植樹、育苗、接ぎ木も行っている
② 松 30,000本 2007年から３年間10cmの苗を植樹。成長が早く今では４～５ｍになって、岩だらけの山だった生態系を変えている。
③ 椿 50,000-60,000本 経済林として種を蒔いて育てる。多くの実がなり出している。
⑤ 柚子 5,000本 経済林であるが、柚子と言っても、日本の柚子ではない。ザボンやグレープフルーツのような大きな果樹である。
⑥ 楠 2,000本 生態系を支える木として植樹。
計 100,000本
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万本の植樹が実現した。
　この活動が成功した重要なポイントの一つは、日中の関係者のモティベーションを維持するた
めに、相互に話し合いを重ね、計画を柔軟に変更しながら実施してきたことにある。
（１） 生態系を取り戻すための松の植樹
　最初の３年間で植え続けた約３万本の松はぐんぐんと成長し、石や岩だらけだった山を緑でお
おわれた山に変えている。2007年の訪問時には、鳥のなき声も聞こえなかった山々に、たくさ
んの種類の鳥が戻り、イノシシ、ウサギ、モグラ、蛇などの動物が戻ってきている（写真３）。
生態系の変化は、動植物への影響を与えただけではない。枯れかかっていた湧水や地下水が戻っ
てきた。2015年には、上水道の設備も出来上がり、蒋家村を含めた３つの村々に水道がいきわ
たるようになった。
（２） 経済林としての柚子と椿の植樹
　松の植樹によって、生態系を取り戻した後で、経済林として、椿と柚子を植樹することにした。
椿は椿油が取れ、食用や化粧品の素として売れる。この椿を近隣から種を買って、蒔いた。種か
ら育てたほうが、苗で植えるよりも、天候不順にも強い。現在、５万～６万本の椿の木が育って
おり、収穫が始まっている。
　柚子は日本の柚子ではなく、ザボンやグレープフルーツのような大きな実がなる果樹である。
食用としても使われ、また、お供え物としても使われる。都市のスーパーなどでも山積みされて
いて、高い値段で売買されている。柚子もまた、収穫が始まっているが、2016年度は、全く実
がならなかったという報告が届いている。この地域は、亜熱帯の気候で、雨季と乾季があり、天
候不順によって、収穫がないということもしばしば起きる。この二つの果樹が、経済林として、
村の将来の大きな期待となっている。（写真４）
写真３　松の植樹（2009年３月16日）＆成長した松（2016年３月27日）
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（3） 日中友好のシンボルとしての桜の植樹～観光の可能性
　日中友好のシンボルとしての桜の植樹は、このプロジェクトの最も核となる事業である。しか
し、桜植樹は、悪戦苦闘の連続であった。2007年度の植樹の時に、長沙市の業者から購入した
桜の苗は、花を咲かせたものの、元気な桜とは言えなかった。種から育てた桜はしっかり根を張っ
た。それに、接ぎ木をして、多くの種類の桜を育てた。川津桜は、咲く時期も早いし、中国の人々
にとって好きな色合いだったこともあり、多くの苗を植えた。
　日本人が来る村と言う噂もSNSで広がり、車社会の進展も手伝って、２～３年前頃から遠くか
らも桜を見に来るようになった。村人もようやく桜による観光振興の可能性を肌で感じるように
なってきた。村民が桜の価値を感じるようになってきて、桜植樹は、これからが本番なのかもし
れない（写真５）。
2－2　スタディ・ツアーの実績
（１） 12回のスタディ・ツアーを実施
　スタディ・ツアーは、表５のとおり、これまで12回実施した。春休みの期間であり、桜が咲
写真４　柚子の実と緑化委員長（2015年８月12日）＆椿を植樹した畑（2016年３月27日）
写真５　桜開花の様子（2016年３月27日＆28日）
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く季節の２月～３月が一番多くて、８回。夏休みの８月～９月が３回、12月の冬休みが１回となっ
ている。筆者と蒋雄軍は、植樹の確認と緑化委員会との打ち合わせや相談のために、毎回参加し
ているが、それにしてもたくさんの日本人や留学生が蒋家村を訪れた。留学生は通訳として依頼
したが、留学生本人たちの希望によるところも大きい。実は最近の中国からの留学生は、都市で
育っている人が多いために、農村の現状をあまり知らない。何よりも農村に民泊したことがない
留学生が多い。このスタディ・ツアーは留学生にとっても意味深いものとなっている。
　スタディ・ツアーの行程は、基本的には、表６と７のように、蒋家村を訪れて環境調査を行い、
村民との友好交流を行って、時間が許す限り、都市観光をして帰ってくる行程である。最近は、
新幹線や高速道路ができたことによって、広州の観光（広東料理やナイトクルーズ）や蒋家村の
近くの地方都市の市場等を楽しむ時間的な余裕もできている。毛沢東の出身地である長沙市にあ
る湖南大学や藍山県にある中学校を訪問したこともある。
表５　スタディ・ツアーの実績
回 日　　　　　程 参加人数
第１回 2007年３月28日～４月１日 ７人
第２回 2008年２月27日～３月２日 18人
第３回 2008年８月29日～９月２日 ７人
第４回 2009年２月７日～ 11日 15人
第５回 2010年３月６日～９日 18人
第６回 2011年３月４日～７日 ９人
第７回 2012年３月３日～７日 14人
第８回 2012年８月25日～ 28日 ５人
第９回 2013年３月28日～４月１日 ３人
第10回 2013年12月27日～ 31日 ３人
第11回 2015年８月11日～ 15日 ７人
第12回 2016年３月26日～ 30日 10人
計 116人
（２） 学びとしてのスタディ・ツアー
①中国の発展の現状を知る
　スタディ・ツアーは参加者に多種多様な学びを提供する。驚異的なスピードで発展する中国の
都市の発展、活気にあふれた経済社会の現状を知り、同時にまた、都市に比べて農山村の遅れや
環境問題の実情を知る。参加者は異文化の違いを感じながら、蒋家村の人々の温かさや昔懐かし
いコミュニティの存在を体感する。
　表６は、2008年の第２回のツアーの内容であり、表７は2016年の第12回の内容である。こ
の間８年が経過しているが、中国社会の成長・変容ぶりはすごい。最初の頃、広州‐郴州間を
列車で４時間半かかった行程が、いまは新幹線によって１時間半で着いてしまう。第５回（2010
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年３月）のツアーから新幹線が登場した。そして、その後は高速道路ができて、郴州から蒋家村
まで、悪路の中、車酔いしながらの２時間であったのが、今は約１時間の快適な旅となった。中
国社会における車社会の急速な普及も体感した。大都市の広州市では車の増加による渋滞は常態
化し、排気ガスもひどい。
　農山村の蒋家村にも車社会の波がやってきた。2013年ころまでは、蒋家村に車はなかった。
バイクが数台あるだけだった。しかし、このころから車を持つ家が少しずつ増えていった。しか
も、桜を見に来る人々が遠くから車でやってくるようになった。筆者たちも、近隣を車に乗って
簡単に訪れることが多くなった。筆者は、この急速な中国の発展のようすを「さくらニュース」
で次のように書いている。
　「中国の発展はめざましい。テレビでは上海万博にちなんで毎日のように中国の発展の様子が
伝えられる。同時にまた、急激な発展に伴う、貧富や都市農村の格差問題、不動産高騰による住
宅問題、人権や民主化の問題、環境問題なども伝わってくる。
　「百聞は一見にしかず」、私たちの第５回「蒋家村への植樹と交流の旅」は、中国の劇的変化を
感じざるを得ない多くの出来事に出会った。まずは、新幹線。広州から郴
ちん
州へ、前回までは大変
な思いをして移動した４時間半の列車の旅が、なんと１時間の快適な新幹線の旅となった７。時
間が短くなっただけではない。新幹線に乗る乗客のマナーが変化していた。これまで列車に乗る
ためには、荷物の盗難に細心の注意を配りながら、横から後ろから列を無視してどんどん割り込
んでくる乗客たちの圧力と喧騒と、必死に戦っていかなければならなかった。それはそれで、ス
リリングな旅であったのだが、それが消えたのである８。」
表６　第２回スタディ・ツアー：2008年２月27日～３月２日
月　日 都　市 便　名 時　間 スケジュール ホテル
１
２月27日
（水）
成　田
広　州
JL669
18：25発
22：40着
成田空港より航空機で広州へ
着後、ホテルへ
天龍大酒店
広州市泊
２
２月28日
（木）
広　州
郴　州
蒋家村
列　車
専用車
約４時間半
約２時間
午前広州より列車で郴州へ
郴州より車で蒋家村へ
蒋家村で歓迎＆交流会 蒋家村民泊
３
２月29日
（金）
蒋家村
郴　州
専用車 約２時間
蒋家村実態調査＆会議
車で視察、夕方郴州へ
着後ホテルへ
国際大酒店
郴州市泊
４
３月１日
（土）
郴　州
広　州
列　車 約４時間半
午前郴州より列車で広州へ
着後、車でホテルへ
天龍大酒店
広州市泊
５
３月２日
（日）
広　州
成　田
JL604 14：40発
19：35着
午前フリー（広州散策）
広州空港より航空機で成田へ
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表７　第12回植樹ツアーの実施：2016年３月26日～３月30日
月　日 都　市 便　名 時　間 スケジュール ホテル
１
３月26日
（土）
羽　田
広　州
JL087 8：50発
13：05着
羽田空港より航空機で広州へ
車で宝墨園（園林公園）を見学。夕
飯（広東料理）後、ホテルへ
星都大酒店
広州市泊
２
３月27日
（日）
広州南
郴州西
蒋家村
新幹線
専用車
約１時間半
約１時間
午前広州より新幹線で郴州へ
郴州より専用車で蒋家村へ
蒋家村で歓迎＆昼食会、植樹調査活
動＆会議、夕食＆歓迎交流会
夕食ではカレーを作る 蒋家村民泊
３
３月28日
（月）
蒋家村
嘉禾県
専用車 蒋家村分村の農村調査＆会議
夕方嘉禾県のホテルへ
天禧大酒店
嘉禾県泊
４
３月29日
（火）
嘉禾県
郴州西
広州南
専用車
新幹線
約１時間
約１時間半
午前嘉禾県の市場視察後、郴州へ
郴州より新幹線で広州へ
地下鉄でホテルへ、夕飯＆珠江ナイ
トクルーズの後、ホテルへ
星都大酒店
広州市泊
５
３月30日
（水）
広　州
羽　田
JL088 14：30発
19：45着
午前朝食（広東料理）
広州空港より航空機にて羽田へ
②環境問題を通して自分の生活について考える
　新幹線が開通した2010年３月の第５回のツアーに、高校生（当時16歳）の松澤美里が参加した。
彼女はツアーに参加して、次のような感想を書いている。自分自身の目で見た環境問題を心に刻
み、日本での生活について改めて、思いを巡らせている９。
　「蒋家村の植樹ツアーは、大変貴重な体験でした。叔母から話は聞いていましたが、実際自分
の目で見てみると話で聞いたよりも衝撃的でした。山から木がなくなるとか、温暖化などの環境
問題は、重大な問題だとわかっていても、なかなか身近な問題としてとらえにくい遠い話のよう
に感じていました。しかし、今回蒋家村に行って山に登り、土壌流出で崖のように陥没した土地
や木のない山を見て、こういうことなのかと実感しました。「ここもかつては森だった」と言わ
れてもそんな様子は跡形もなく、信じがたいものでした。（中略）私はこのツアーを通して、今
の自分の恵まれた環境に感謝しなくてはいけないし、自分の周りだけでなくもっと世界に目を向
けて考えたりできたらいいなと思いました。参加して本当によかったと思います。10」
（3） 文化交流としてのスタディ・ツアー
①文化交流による伝統文化の復興
　スタディ・ツアーは、中国の経済成長による経済社会の変貌ぶりを知り、環境問題にも気づく
学びの場となった。しかし、ツアーの持つ意味は、それだけではとどまらない。ツアーは、日中
の人々の友好交流と文化交流をもたらした。蒋家村の人々は、村をあげて歓迎してくれた。毎回、
車が村に近付くと、村中の大人や子供たちが、龍による出迎えと爆竹で歓迎してくれた。村の３
径門で歓迎のあいさつを行い、そのあと、集会所で歓迎会が開かれた。2009年には、村人たち
は龍の生地が破れるほど練習し、60年ぶりに龍の舞を復活させて披露した（写真６）。
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　女性たちは、村に伝わる土着の歌や踊りも復活させて披露した。これも年配の女性がリーダー
となり、若い女性たちに伝承した。こうした機会がなければ、消えていった伝統文化である。ツ
アーは、文化交流を通して、伝統文化の復活と継承を実現したと言える。
②国際交流による生活改善
　ツアーはまた、村の生活改善にもつながった。日本人や留学生が116人も訪れた村では、衛生
観念が変化した。「ごみを捨てない」ことを意識するようになった。また、シャワーと簡易水洗
トイレがあれば、宿泊者が喜ぶので徐々に整備されてきた。村民の共同意識も変化した。ツアー
を受け入れるために、村民会議を何度も開き、植樹した樹木を守るために野火を禁止し、罰則規
定を作り、山や樹木の共同管理を決定し、椿や柚子の収益金を共同管理することまで決定した。
　さらに、植樹による生態系の変化によって地下水や湧水が豊かになったことを受けて、地方政
府の協力を得て、簡易の上水道の整備も実現した。ツアーによる国際交流が、村の生活改善をも
たらすことは、当初の目的にはなかったことである。
③湖南大学との国際交流
　2012年３月と８月の４日間で行われた、湖南大学との２度に渡る交流も、意義深いものであっ
た。湖南大学は、976年に創立した岳麓書院を前身とし、千年以上の歴史を持つ大学であり、当
時、湖南省で最も優秀な３万人の学生や大学院生が学ぶ総合大学であった。スタディ・ツアーで
は、日本語を学んでいる約100人の学生達との交流会を行った。ツアーに参加した日本の学生た
ちが、湖南大学の学生に対して、高崎経済大学やNPO法人DNAの活動を紹介した。
　最後に、湖南大学の先生方と情報交換会を行ってから、湖南大学の庭に蒋家村で育てた桜を３
本植樹した。この桜の木は、いまは成長して綺麗な花を咲かせているという。この交流は、実は、
長沙市近郊の出身者で高崎経済大学の地域政策学部に入り、大宮ゼミやNPO法人DNAで、積極的
な活動をしていた宋亜東が、湖南大学外国文化交流協会の学生たちと連絡を取り合って、プログ
ラムを作り、関係者を説得して、実現したものであった。国際PBLによる学生同士の文化交流の
可能性を感じさせられるツアーとなった。
　最近は、蒋家村分村の訪問を行っている。蒋家村出身者が、別の土地を開墾し、いくつかの新
写真６　龍による出迎え＆歓迎の龍の舞（2009年２月８日）
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しい村を作っている。いわゆる分村であるが、2015年８月と2016年３月のツアーでは、それぞ
れ別の分村を訪ねて交流を深めた。同じ先祖を持つ蒋一族の村を訪ねる、これも文化交流として
のスタディ・ツアーのひとつと言えよう。村民にとっては、一族の歴史をたどり、絆を深めるきっ
かけとなり、日本人にとっては、普段では尋ねることができない村々への訪問となる。
３．「さくらプロジェクト」の評価
3－1　「さくらプロジェクト」事業の基礎評価
　これまで、さくらプロジェクト活動の背景、成立過程、その目的や組織づくり、そして10年
間に及ぶ活動実績を丹念に追ってきた。その過程で、このプロジェクト活動の実績や成果、オリ
ジナリティについて述べてきたが、最後に、もう一度改めて、さくらプロジェクトの評価をして
みたい。特に、国際PBL事業の視点からの評価と分析をする。
　筆者は、PBL活動をリフレクションする際に、PBL基礎項目を設定して活動をチェック（評価）
して、次のアクション（活動）に活かしている。その基礎評価項目に従って、これまで述べた活
動を整理したのが表８である。質的な評価内容であるが、一覧表にしてまとめると全体像が、よ
り鮮明になる。本プロジェクトは、留学生蒋雄軍の夢を実現するために、公的な助成金もなく、
自分たちでお金を出し合って、全くの民間交流でありながら、10年間続けて、成果を出した事
業である。日中の二つの国を結ぶ価値あるプロジェクトであるのではないだろうか11。
3－2　国際交流PBL事業としての「さくらプロジェクト」の評価
　筆者は、PBL活動を行う際に、表９のような活動ポイントを意識しながら動かしている。PBL
は参加者主体の学びの手法である。それぞれの学生や大人たちが当事者意識を持って事業に取り
組むためには、参加メンバー間で、事業の目的（①）、スケジュール（③）、コスト（④）を透明
化し、共有化することが不可欠である。そして、関係者が全員参加する、組織づくり（②）を目
指し、メンバー間の、情報共有（⑤）を常に図り、時間の経過とともに下降気味になるモティベー
写真７　湖南大学の学生との交流会と湖南大学正門前（2012年３月６日）
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表８　PBL基礎評価によるさくらプロジェクト評価
項　　目 評　　　　　価
① 何を：
テーマ・目的
①　植樹活動による環境問題の解決
②　民間レベルでの日中友好交流
③　植樹と桜植樹による観光立村
④　 経済林の植樹による収益獲得を通した村の活性化への貢献
② いつ：
活動時期
①　2006年７月が活動のきっかけ
②　2007年３月～４月が第１回のスタディ・ツアー
③　2007年９月に緑化委員会設立（中国蒋家村）
④　 2008年２月に桜と緑の植樹プロジェクトの会設立（日本高
崎市）
③ どこで：
主なフィールド
①　中国湖南省藍山県蒋家村
②　群馬県高崎市
④ 誰が：
協働メンバー
①　 留学生蒋雄軍＆さくらプロジェクトの会＆留学生を含めた
学生
②　蒋家村緑化委員会＆役員会＆村民
⑤ どのくらい：
活動規模や期間
①　 中国（湖南省蒋家村を中心に広州市や長沙市も含めて）＆
日本高崎市
②　2007年３月～ 2017年１月（約10年間）
⑥ 自分の役割：
担った役割と果たした責任
①　会長として、活動全体を統括
②　 日本と中国の会議やツアーに必ず参加し、金銭的な支援も
含めて責任を果たした。
⑦ 成果：
実現したこと
①　植樹活動
　・10万本の植樹による生態系の変化
　・環境に対する村民意識の変化
②　日中友好文化交流
　・12回のスタディ・ツアー（116人のツアー参加者）
　・友好交流による相互理解と相互信頼
③　伝統文化の復興と生活改善
　・龍の舞と農山村に伝わる歌と踊りの復活
　・衛生観念（ごみを捨てない、シャワーと簡易水洗トイレ）
　・村民の共同意識（村民会議、野火の禁止、山の共同管理）
　・簡易の上水道の整備
④　地域活性化と観光立村
　・経済林による収益
　・観光村の基礎づくり
⑧ 課題：
リフレクションによって明ら
かになったこと
①　現在までの課題
　・表９を参照
②　今後の課題と展望
　・「おわりに」を参照
ションを何度も高め直して、ワクワクして、実践活動（⑥）に当たる工夫が必要である。しかも、
獲得したノウハウを次の活動に活かすために、「面白かったね」で終わらせることなく、リフレ
クション（⑦）を効果的に行う。これが、相互信頼関係（⑨）を築くポイントであり、PBL成功
の活動ポイントである。
　特に、国際間のPBLを行うときは、両国間の関係者の相互理解、相互信頼の構築が事業継続の
基礎となる。そのためにも、事業責任者として、教員の存在（⑧）は重要である。事業のコーディ
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ネーターであり、ファシリテーターとしての役割を教員がいかに果たすかが、相互信頼感の醸成
にとって重要である。国際交流PBL事業は、文化が異なることによって、トラブルや誤解が生じ
やすい。だからこそ、国際交流のための仕掛けづくり（⑩）をしっかり行うことが大事である。
　表９は、上記したPBLの活動ポイントに応じて、「さくらプロジェクト」活動を評価したもの
　表９　PBLの活動ポイントとさくらプロジェクトの評価
活動ポイント 活 動 内 容 と 評 価
① テーマ設定 ・プロジェクト活動のテーマ（目的）の明確な設定と共有化
（＋）蒋家村の環境問題の解決、友好交流、地域活性化を共有化している
（－）日中のメンバー間で目的がずれる傾向もある
② 組織づくり（チーム
編成）
・ 役割を明確にし、５人前後のスモールグループを基礎単位とするチー
ム編成
（＋） 蒋家村での緑化委員会設立と日本でのプロジェクトの会設立に成功
している。
（－） 両国の組織の再構築が必要になっている。メンバーの固定化と高齢
化が課題。
③ スケジュール ・スケジュールの明確化と共有
（＋） 総会で事業計画やツアー旅程を明確にし、蒋家村の会議で計画を共
有化する
（－）自立に向けた10年後の計画の見通しが甘い。
④ 予算・決算（コスト） ・予算・決算（費用）の透明化と共有
（＋）両国の会計担当が、費用を透明化し、メンバーで共有している
（－） 10年後の活動継続の予算をどのように獲得できるのかが曖昧であ
る。
⑤ 資料作成・情報の共
有化
・会議等の資料を作成し、情報の見える化と共有化を図る
（＋） 総会や報告会で、その都度パワーポイントを作成し、映像も制作し
ている。
（－）さくらニュースは中断。SNSも活用できていない。
⑥ 実践活動 ・モチベーションを維持し、ワクワクして実践に当たる
（＋） 各自の実情に応じて、モチベーションを高める工夫をし、楽しんで
活動している。
（－）事業の継続とともに、大人会員のメンバーの広がりがない。
⑦ リフレクション ・各自、活動を振り返り、メンバー間でノウハウを共有化する
（＋）報告会、定例会の機会に振り返りを共有化している。
（－）年々多忙になり、スタディ・ツアーの振り返りができていない。
⑧ 教員の存在 ・教員がファシリテーションやコーディネーターとしての役割を担う
（＋） プロジェクトの責任者として、会員と学生をまとめ、全12回ツアー
に参加した。
（－）学生の成長のための配慮が不足しがち。退職後の在り方の検討。
⑨ 信頼関係構築 ・参加団体・協力団体との合意形成による相互信頼関係の構築
（＋） ツアーによる交流を通して、村民とプロジェクトの会は、相互信頼
関係ができた。
（－）日本人の村への連泊がなかなか実現できない。
⑩ 国際交流のための仕
掛けづくり
・国際交流のための相互信頼関係構築に向けた効果的な工夫を行う。
（＋） 中国人留学生のプロジェクト参加が、相互の信頼関係の構築に大変
効果的だった。
（－）湖南大学の継続的な交流を行うことができなかった。
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である。プラス評価とマイナス評価を、簡潔に記入している。全体的にチェック（評価）してみ
ると、テーマ設定（①）や組織づくり（②）、スケジュール（③）などは、効果的に行われてきた。
また、予算・決算（④）もほぼ計画どおりであり、約束の支援金も滞ったことはない。しかし、
10年たった今、テーマの再設定、組織の再構築、支援金の継続可能性等の問題が浮上してきて
いる。
　資料作成・情報の共有化（⑤）は、それなりに実現したが、対外的な広報等の工夫の余地はあっ
た。実践活動（⑥）はモティベーションを高く維持しているが、事業が安定してくるとともに、
大人の会員の広がりがなくなってきている。リフレクション（⑦）は、総会、報告会を丁寧に行っ
てきたが、最近、やや形骸化してきている。教員の存在（⑧）としては、筆者はツアーには必ず
参加し、課題解決に責任を持って活動してきたが、筆者が退職の時期を迎えて、今後の在り方が
問われている。
　信頼関係構築（⑨）は、PBLにとって最も重要な要素である。フィールドで多くの人や組織と
関わって活動するPBLは予定外のことが頻繁に起きる。調査の予定の時に大雨で動けないとか、
依頼していた案内人が急に来られなくなったとか、予期できないことが普通に起きてしまう。そ
ういうときに、信頼関係構築がなされていれば、臨機応変に対応できるが、そうでないと、一つ
ひとつがトラブルの原因となってしまう。さくらプロジェクトもいろいろな予定外のことが起き
たが、10年間の地道な活動の蓄積によって、強固な相互信頼関係が構築されている。
　最後に、国際交流のための仕掛けづくり（⑩）は、国際交流PBL独自の活動ポイントである。
改めて、さくらプロジェクトの活動を振り返って分かることは、中国人留学生たちの存在価値だ。
これまで紹介した蒋雄軍、宋亜東のほかに、実は本当にたくさんの留学生が毎年ツアーに参加し
た。通訳としての役割も果たしたが、それよりも、彼らの存在そのものが相互の信頼関係の形成
に大きく寄与した。中国各地の出身者12の優秀な留学生が、ツアーのたびに、次から次へと、蒋
家村を訪れ、留学生自身が抱く、日本人に対する信頼感が自然体で村人たちに伝わっていった。
彼らの存在が、日本人と村の人々を結びつけ、相互信頼関係を構築する上で、大きな役割を果た
したのではないだろうか。
おわりに…これからの課題と展望
　最後に、これからの課題と展望について、簡単に触れて、本稿を閉じたいと思う。これからの
最大の課題は、蒋家村が自立していけるかどうかであろう。これだけの事業を行ってきたにもか
かわらず、蒋家村は人口流出によって村の存続が危うい。日本がかつてそうであったと同じよう
に、中国も高度経済成長によって、都市環境が整備され、農山村に住む人々は、都市生活にあこ
がれて、村を出ようとする。
　村を出た都市生活の現実は、それほどよい生活でなくても、夢と憧れを抱いて、村を出る。そ
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の傾向はずっと続いている。もちろん、村の近くに小学校や中学校がないために、子どもたちは
必然的に村から出ざるを得ないという教育問題も深刻であるが、大人たちにとって、村に産業や
雇用が生まれ、都市への憧れ以上の魅力や期待が生まれるかが問われている。今まさに、高度経
済成長の躍進を経験している中国にとって、農山村や農業の再評価はしばらく時間を要するであ
ろう。それまで、どのようにして、どれくらい頑張れるのだろうか13。
　その意味では、植樹した経済林の柚子や椿の収穫が期待される。試算では、５年後には、日本
円にして約1000万円の収入が期待されている。それは大きな魅力ではあるが、農山村の再評価
や田園回帰までには至らないだろう。いま、村民たちが真剣に話し合っているように、農村観光
による村の自立が、最大の可能性であろう。
　蒋家村は、故郷思いの留学生の熱意によって、多くの日本人が訪れて植樹した「桜の里」であ
る。この背景や経緯は、広い中国のどこにもないオリジナルな物語である。お金さえ集めれば、
多くの桜を植えることはできる。現在、中国は国を挙げての植樹ブームであちらこちらに「植樹
団地」ができている。しかし、蒋家村には、お金では真似ができないオリジナルな物語がある。
この「桜の里」で、「桜祭り」、「柚子＆椿祭り」が、観光農園として実施できるかどうかが、勝
負になる。
　そのために整備することは何か。まだ、桜は足りない。桜の植樹をさらに増やし、スピードを
あげる。また、観光客が憩う施設、駐車場、特産品の開発も必要となるし、現在、朽ち果てよう
としている古民家の保存・活用もやるべきだろう。古民家は農家民泊の拠点や体験ツーリズムの
拠点となる。これらの課題のひとつをとっても、簡単には実現できない。
　さらに、スタディ・ツアーの経験を生かして、グリーンツーリズムを受け入れるのもよい。日
本人を迎え入れるツアーを継続し、農家民泊を提供する。何度も訪れたが、安心して宿泊し、農
村体験を行い、環境問題も考え、中国農山村の伝統文化を体験できるツアーは、魅力的である。
日本人だけでなく、中国の都市で生活する人々にも、魅力的なツアーとなるのではないだろうか。
外国人にとっても、国際交流PBLを体験する良きフィールドとなることは間違いない。
　このツアー参加者を中心に、「さくらオーナー制度」の充実を図ってみるのも面白い。これま
で村では、ツアー参加者や寄付してくれた人や団体に、さくらオーナーとして、記念碑を作って
いる。自分の桜の木の前に、自分の名前が入った記念碑が建てられている（写真５）。これは、「さ
くらオーナー制度」として始めたものだが、この制度を充実していくのも面白い。これまでのよ
うに、ツアー参加者に呼び掛けるとともに、村民関係者や村外の人々にも参加を呼び掛けるのは
どうであろうか。
　こうして、いろいろなアイディアはある。基盤はできた。これからも楽しみである。しかし、
中心的な担い手たちの高齢化、組織の弱体化、資金不足等、課題も多いことも間違いない。何よ
りも筆者が定年退職を迎える。国際交流PBLとしての、重要資源である現役の学生や留学生との
つながりが希薄になってくる。これらの困難をどう乗り越えるのかが、問われることになる。
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　与えられた紙面が尽きてきた。最後になるが、このプロジェクトの会長として、これまでの日
本と中国の皆さんのご協力に心から感謝したい。本当にワクワクするプロジェクトであった。蒋
家村が国内外から多くの人がやってくる村となることを願って、本稿を終わりにしたい。
（おおみや　のぼる・高崎経済大学地域政策学部教授）
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登（2014）「大学を核とした地域活性化の理論と実践～能動的学修をめぐって」『都市社会研究2014』世田谷自治政策研
究所を参照にされたい。
３　蒋雄軍卒業論文（2008）「日中文化交流による中国湖南省蒋家村を舞台にした村おこしの可能性の研究～都市と農村の格
差の解消と環境破壊からの脱出を目指して～」、p22。完成した企画書は質の高いものであった。
４　「プロジェクト会員の募集と第１回総会のご案内」2008年１月より
５　緑化委員会との話し合いの中で、日本から毎年50万円の活動支援金を10年間出すことが決まった。植樹のための苗や種
の購入代金、下草刈り、水遣り、植樹、などの労務費などに使われた。
６　前掲　蒋雄軍卒業論文、p31
７　新幹線が開通したときは、広州から郴州は１時間で移動した。その後、新幹線事故等が起きて、第12回ツアーの行程の
ように、１時間半にペースダウンした。
８　「さくらニュース」第４号 2010年６月１日号
９　松澤はその後、高崎経済大学に進学し、筆者の研究室に所属し、NPO法人DNAの活動を積極的に行っている。不思議な
縁とも言えよう。
10　「さくらニュース」第４号 2010年６月１日号
11　なお、課題については、まだ、明確に記述していない。これから、述べることとする。
12　瀋陽市、内モンゴル自治区、上海市、広州市、長沙市などの出身の留学生たちであった。
13　現在の中国における都市生活の実態については、古川猛監修（2015）『最新　大国中国の民衆白書』東方新報社を参考し
してほしい。
参考文献
宮脇昭（2006）『木を植えよ』新潮社
古川猛監修（2015）『最新　大国中国の民衆白書』東方新報社
レイチェルカーソン（2001）『沈黙の春』新潮社
丹羽宇一郎（2016）『人類と地球の大問題』PHP新書
溝上慎一（2014）『アクティブラーニングと教授学習パラダイムの転換』東信堂
小林昭文（2015）『アクティブラーニング入門』産業能率大学出版部
松下佳代編著（2015）『ディープ・アクティブラーニング』勁草書房
